科学へのいざない！Vol.１０
成清恵規
前回予告したように、今回は“引力”の正体に迫ろうと思う。
とは言っても、現代の科学においてもこれは“有力な仮説”の域を出ていない。これから先、もっと確実な説が提唱されて、それまでの〝常識〟が覆(くつがえ)ることがあるとご承知願いたい。
さて、みなさんは〝次元〟という言葉をご存知だろうか？次元といっても『ルパン三世』の相棒の次元大介ではなく、二次元・三次元の次元である。実は、引力がなぜ働くかを知るためには次元というものを理解せねばならない。そこで、まずは〝次元〟の話から始めよう。
ご存知だろうか？僕たちがいま生活しているのは〝三次元空間〟である。三次元の〝三〟というのは、広がっている(別の言い方をすれば、移動できる)方向を表している。前後、左右、そして上下である。
この三次元世界では、ある物の位置を三つの数字で表すことができる。たとえば、いまあなたの右前方の机の上にミカンがあったとする。そのミカンの位置は、あなたの前方３０ｃｍ・右方５ｃｍ・床からの高さ８０ｃｍで表わされる。
これが二次元世界になると高さは無くなり、すべての物の位置を前後・左右、二つの数字の値(あたい)で示される。もしそんな平面の二次元世界にあなたが暮らしていたら、そんなあなたを閉じ込めるのは簡単だ。周りに円を描くだけでそれは無限に高い壁と同じ効果を生むのである。
そして〝一次元空間〟とは、一本の線上の“点と線”の世界である。もしあなたがそこの住人なら、前後にしか動けず自分の前方の人物(あるいは物体)を決して追い越すことはできない。なぜならこの一次元世界には“横”とか“上”というものが無く、追い越すための〝道のり〟が無いからである。
これまで話した三つのほかにも〝次元〟はあるらしい。最もよく知られているのは、たて・横・高さに時間の軸を加えた〝四次元空間〟だが、以前読んだイギリスの物理学者ホーキング博士の本には、たしか〝二十六次元〟というのが出てきたと思う。が、そこまでになると素人(しろうと)にはとても手に負えないので無視しても差し支えないだろう。
さて、お忘れかもしれないが今回のテーマは『引力の正体』である。これまで〝次元〟の話をしてきたのは引力と次元に関連しているからだが、ではどのように・・・それをこれから説明していこう。
まず、ベッドのように平らで大きな柔らかいスポンジを思い浮かべてほしい。そこにボーリングの球のような重いものを乗せると、それまで平坦で二次元的だった〝スポンジ〟の表面は沈み込み三次元的にゆがむ。そしてその近くに軽いピンポン球を置くと、それはスポンジの傾斜(けいしゃ)にしたがってボーリングの球のほうに転がっていくだろうし、コースをうまく取って摩擦(まさつ)による減速を無視すれば、それはボーリングの球の周りを回り始めるだろう。
このたとえ話に出てくる〝次元〟を一つずつ増やすと・・・三次元空間に重い物体があると、周りの空間が四次元的に〝ゆがみ〟が生まれる。これが〝引力〟だというのである。
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この説をはじめて提唱したのは、あのアルベルト・アインシュタインである。彼は「これが正しいとすれば空間がゆがむことによって、重さを持たない光も引力の影響を受けてその道筋を曲げるだろう」と主張し「もしそうなら、日ごろは明るくて見えないが、太陽のそばを通る星の光は太陽の引力の影響を受けて曲げられる。しかし我々は、その星の光が直進してきたと認識し、実際の位置とは別の場所に観測されるだろう。それは、昼間でも辺りが暗くなる日食の際に確認できるはずだ」と予言した。
そして１９１９年５月２９日、当時スペイン領だったアフリカのギニアであった日食のときにイギリスの観測隊が太陽の近くの星を観測したところ、アインシュタインが予言したとおりに実際の星の位置と見かけ上のそれとに“ずれ”が観測され、彼の正しさが証明された。
だが、なぜ質量がそこにあるとその場所の空間がゆがむのか？それは、おそらく現代の先端物理学でも解っていない。
しかし、引力(重力)が無ければ僕たち生命体は生まれてこなかったのは確かである。それは地球の衛星である月を見れば分かる。
よく「地球に生命が生まれたのは、太陽からの距離がちょうど良かったからだ」と言われる。だが、それだけでは地球のとなりにあり(太陽からの距離１億５０００万ｋｍに比べれば、月までの３８万ｋｍは無いに等しい)、組成もほとんど地球と同じ月(最新の学説によれば、地球が生まれたばかりの柔らかいころに小惑星【直径数百キロの大きな岩のような物】が地球をかすめ、地表をこそぎ取りそれが固まったのが月だという)に生命が無いのは、月は地球より引力が弱いからに違いない。
地球に生命が存在するのは、その源(みなもと)である大気と海があるからだが、その大気と海を地球につなぎ止めているのがほかならない引力である。もし引力が弱ければ大気は宇宙空間に拡散して地球上は真空に近い状態になり、気圧が低いため海水は蒸発する。月や火星のいまの状態がこれである。もしも、月や火星に地球の７割程度の引力があれば、今ごろ生命であふれていただろう。
そんな生命にとって重要な引力だが、いまや人類はその引力をふり切り地球の外に進出しようとしている。
２０世紀初頭のロシアの科学者コンスタンチン・ツィオルコフスキーは「地球は人類のゆりかごだ。だが、人はいつまでもゆりかごには留まっていられない」と言ったが、そろそろその“ゆりかご”から旅発つ時期が来ているのかもしれない。
遠い将来、太陽系の外に進出した我々の子孫はうしろを振り返り思い出すだろう。あの小さな青い星に引力によって押し付けられていた日々を・・・。
